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◦
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
６（
６
９
０
６
）７
０
７
７

◦
第
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２（
８
０
０
）０
８
２
５

◦
第
４
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２（
８
８
７
）６
５
４
０

◦
第
５
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２（
８
８
３
）３
３
３
４

◆
通
い
の
場

　

介
護
予
防
を
す
る
た
め
に
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
体
操
や
手

芸
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

通いの場一覧は
こちら

問
合
先　

高
齢
福
祉
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
１
７
６

４
月
２
日
は

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

　

４
月
２
日
～
４
月
８
日
は
「
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
」
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
発

達
障
が
い
の
人
た
ち
が
社
会
の
中
で

７
年
度
介
護
保
険
料
の
基
準
が
変
更

◦
第
１
段
階
…
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
で
本
人
の
合
計
所
得
金
額

（
課
税
年
金
に
係
る
雑
所
得
を
除

く
）
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計

額
が
80
万
９
０
０
０
円
以
下
の
人

◦
第
４
段
階
…
被
保
険
者
本
人
が
市

民
税
非
課
税
で
本
人
の
合
計
所
得

金
額
（
課
税
年
金
に
係
る
雑
所
得

を
除
く
）
と
課
税
年
金
収
入
額
の

合
計
額
が
80
万
９
０
０
０
円
以
下

の
人

介
護
予
防
・
重
度
化
防
止

◆
介
護
予
防
教
室

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
催

し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
の
仕
方
や

知
識
が
学
べ
ま
す
。

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◦
第
１
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
６（
６
７
８
０
）０
８
０
８

自
立
す
る
た
め
に
発
達
障
が
い
に
対

す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

くわしくは
こちら

問
合
先　

障
が
い
福
祉
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
０
５
４

府
シ
ニ
ア
美
術
展
作
品
募
集

出
品
資
格　

府
在
住
で
60
歳
以
上
の

ア
マ
チ
ュ
ア

出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真

出
品
料　

２
０
０
０
円

申
込
方
法　

４
月
１
日
㈫
～
５
月
16

日
㈮
に
高
齢
福
祉
課
で
配
布
す
る

出
品
申
込
書
を
郵
送
（
必
着
）
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

◆
美
術
展

と
き　

６
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰

と
こ
ろ　

府
立
江
之
子
島
文
化
芸
術

創
造
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

（
一
財
）
大
阪
府
地
域
福

祉
推
進
財
団

　

☎
０
６（
４
３
０
４
）０
２
９
４

７
年
度
就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
児

童
や
生
徒
の
保
護
者
へ
就
学
援
助
費

を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学

す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

申
請
方
法

　

５
月
９
日
㈮
ま
で
に
学
校
で
配
付

す
る
申
請
書
と
振
込
先
の
通
帳
の

写
し
を
学
校
へ
提
出

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、
提
出

日
か
ら
支
給

※
所
得
制
限
あ
り
。
詳
し
く
は
学
校

で
配
付
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
参
照

問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）７
１
０
７

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
職
場
体
験

◦
求
人
情
報
提
供
、
企
業
へ
の
紹
介

◦
就
職
後
の
定
着
支
援

※
要
件
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

◆
住
居
確
保
給
付
金

　

原
則
３
カ
月
間
、
家
賃
相
当
額
の

支
給
や
就
職
に
向
け
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

※
住
宅
扶
助
基
準
に
基
づ
く
額
が
上

限
対
象

　

賃
貸
住
宅
に
居
住
し
、
離
職
や
休

業
な
ど
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し

住
宅
を
喪
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

人
※
そ
の
ほ
か
収
入
や
資
産
な
ど
要
件

あ
り

◆
家
計
改
善
支
援
事
業

　

家
計
の
や
り
く
り
や
借
金
に
困
っ

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
・
就
職

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
支
援
員
が
解
決
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。
家
族
や
周
り
の

人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
就
労
準
備
支
援
事
業

　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
働
い
た
こ
と

が
な
い
人
や
自
分
が
ど
ん
な
仕
事
が

で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
人
、
な
か

な
か
就
職
が
決
ま
ら
な
い
人
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

内
容

◦
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

◦
履
歴
書
作
成
・
面
接
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス

て
い
る
人
に
、
家
計
の
見
直
し
や
借

金
の
整
理
、
お
金
の
や
り
く
り
な
ど

に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象

　

生
活
に
困
窮
し
、
家
計
と
お
金
に

関
す
る
悩
み
が
あ
る
人

問
合
先

　

門
真
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
４
５
３

対
応　

民
法
で
は
未
成
年
者
が
保
護

者
の
同
意
な
く
買
い
物
な
ど
の
契

約
を
し
た
場
合
は
取
り
消
し
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

保
護
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
課
金
し

て
い
る
場
合
は
ア
カ
ウ
ン
ト
の
所

有
者
が
課
金
し
た
と
み
な
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
会
社

な
ど
も
子
ど
も
の
無
断
課
金
を
防

ぐ
た
め
の
対
策
を
し
て
お
り
、
保

護
者
向
け
に
周
知
も
し
て
い
る
た

め
、
子
ど
も
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
も

保
護
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
、

取
り
消
し
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
ゲ
ー
ム

を
さ
せ
る
場
合
は
課
金
を
承
認
制

に
す
る
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
機
能
や
上
限
額
の
設
定
、
カ

ー
ド
の
管
理
を
徹
底
す
る
な
ど
の

対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）７
２
４
９

子
ど
も
に
よ
る
ゲ
ー
ム
課
金
で

高
額
請
求

事
例　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
28
万

円
の
請
求
が
あ
り
、
明
細
を
確
認

す
る
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
課

金
だ
っ
た
。
子
ど
も
が
ゲ
ー
ム
を

し
た
が
る
の
で
、
時
間
を
決
め
て

ス
マ
ホ
で
遊
ば
せ
て
い
た
が
、
保

護
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
ロ
グ
イ
ン

し
て
い
た
た
め
、
紐
づ
け
ら
れ
た

カ
ー
ド
で
課
金
が
で
き
た
。

と
こ
ろ

　

古
川
橋
駅
南
駅
前
広
場

問
合
先

　

道
路
公
園
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
６
４
５

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
等

補
助
金
交
付
制
度

対
象

　

幅
員
が
４
ｍ
未
満
の
道
の
う
ち
、

建
築
基
準
法
第
42
条
第
２
項
に
規

定
す
る
道
路
、
現
に
建
築
物
が
建

ち
並
ん
で
お
り
拡
幅
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
道

※
自
主
管
理
す
る
場
合
は
対
象
外

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
終
了

※
そ
の
ほ
か
条
件
あ
り
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ

問
合
先　

建
築
指
導
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
３
４
６

４
月
６
日
㈰
～
15
日
㈫
は

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

運
動
の
重
点

◦
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道

路
交
通
環
境
の
確
保
と
正
し
い
横

断
方
法
の
実
践

◦
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
な
が

ら
運
転
な
ど
の
根
絶
や
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
適

切
な
使
用
の
促
進

◦
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自

転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
の
徹
底

◆
春
の
交
通
安
全
運
動
事
前
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

と
き　

４
月
４
日
㈮
午
後
２
時
か
ら

カ
ド
マ
と
タ
ク
ミ
ｖ
ｏ
ｌ
．25

　

カ
ド
マ
の
魅
力
を
発
信
す
る
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

４
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ト
ラ
イ
ア
ル
パ
ー
ク

　

（
旧
門
真
プ
ラ
ザ
駐
車
場
）

問
合
先　

地
域
整
備
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
３
１
１

守も
り

口ぐ
ち

市し

立り
つ

さ
つ
き
学が

く

園え
ん

夜や

間か
ん

学が
っ

級き
ゅ
う

生せ
い

徒と

募ぼ

集し
ゅ
う

　

夜や

間か
ん

学が
っ

級き
ゅ
うは

、
い
ろ
い
ろ
な
事じ

情じ
ょ
う

で
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

・
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うで

き
な

か
っ
た
人ひ

と

や
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
教

き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
ら

れ
ず
に
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

た
人ひ

と

が
夜よ

る

に
勉べ

ん

強き
ょ
うが

で
き
る
学が

っ

校こ
う

で
す
。

対た
い

象し
ょ
う　

府ふ

在ざ
い

住じ
ゅ
うで

中
ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

て
い
な
い
人ひ

と

や
、
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
教

き
ょ
う

育い
く

を

受う

け
ら
れ
な
い
ま
ま
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

た
15
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの

人ひ
と

※
外が

い

国こ
く

籍せ
き

の
人ひ

と

も
入

に
ゅ
う

学が
く

可か

と
こ
ろ　

守も
り

口ぐ
ち

市し

立り
つ

さ
つ
き
学が

く

園え
ん

　

（
守も

り

口ぐ
ち

市し

春か
す

日が

町ち
ょ
う

13
︲
26
）

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う

料り
ょ
う　

無む

料り
ょ
う

申も
う
し

込こ
み

期き

間か
ん　

４
月が

つ

30
日に

ち

㈬す
い
よ
う
び
ま
で

※
土ど

・
日に

ち

曜よ
う

日び

、
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

を
除の

ぞ

く

申も
う
し

込こ
み

・
問と

い

合あ
わ
せ

先さ
き

　

守も
り

口ぐ
ち

市し

立り
つ

さ
つ
き
学が

く

園え
ん

夜や

間か
ん

学が
っ

級き
ゅ
う

　

☎
０
６（
６
９
９
１
）０
６
３
７

　耐震診断、耐震改修・設計、耐
震シェルターの設置、耐震性の低
い住宅の除却にかかる費用を補助
します。
申込期間　４月10日㈭～17日㈭
※申込多数の場合は抽選｡木造住
宅の耐震診断は随時受け付け
※そのほか条件あり。詳しくは問
い合わせ
◆耐震診断補助
対象　昭和56年５月31日以前に建
築確認を受けて建てた住宅と耐
震改修の促進に関する法律に規
定する特定建築物
※木造住宅の場合、建築確認の有
無は不問
募集戸数、補助額
◦木造住宅…35戸、費用の11分の
10（上限５万円）
◦そのほかの住宅…１戸、費用の
２分の１（上限２万7000円）
◦事務所など…１棟、費用の２分
の１（上限100万円）
◆耐震（設計）改修補助
①設計・改修
②改修
対象　昭和56年５月31日以前に建
築確認を受けて建てられ、耐震
診断結果の評点が1.0未満の木
造住宅で、耐震改修において評

点が1.0以上になるもの
※①は賃貸住宅を除く
募集戸数・補助額　４戸、改修工
事費の８割（上限95万円）

※所有者世帯の所得合計額が月額
21万4000円以下の場合は改修工
事費の８割（上限107万5000円
）

◆耐震シェルター設置補助
対象　昭和56年５月31日以前に建
てられ、耐震診断結果の評点が
1.0未満の長屋、共同住宅を含
む木造住宅

募集件数・補助額　１件、費用の
５分の４（上限30万円）

◆木造住宅除却補助
対象　昭和56年５月31日以前に建
てられ、耐震診断結果の評点が
0.7未満またはそのほかの方法
により耐震性が低いと判断され
た木造住宅

※長屋、共同住宅を含む
募集戸数、補助額
◦一戸建ての住宅…10戸、費用の
100分の23（上限30万円）

◦長屋、共同住宅…７棟、費用の
100分の23（上限200万円）

問合先　建築指導課
　☎０６(６９０２)６３４１

耐震診断・改修（設計）などの費用を補助

教

育

ま
ち
づ
く
り

福

祉

消
費
生
活

5 広報かどま　令和７年（2025年）４月号


